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評議員会・理事会が開催されました

主な活動内容 （２０２５年５月～７月）

２０２５年度 基礎科学研究助成・環境研究助成 募集４月～６月

第１７回評議員会、第７１回理事会、第７２回理事会開催６月

２０２５年度 環境研究助成選考委員会（第１回）開催７月

新任退任

梶田隆章（東京大学卓越教授）
柴田敏雄（三井住友建設社長）
菅裕明（東京大学教授）
野崎明（住友金属鉱山会長）
兵頭誠之（住友商事会長）
山本悟（住友ゴム工業社長）

新井英雄、池田育嗣
茅陽一
グレゴリー・クラーク
多田正世、中里佳明
中村邦晴、吉川弘之

評議員

橋本雅博（住友生命保険会長）大久保哲夫理事

大久保哲夫（三井住友TG会長）橋本雅博監事

６月４日に住友会館にて、評議員会・理事会が開催されました。評議員会の主な議題は、評議員、理事の選任で、

評議員は、８名が退任され、６名が新たに任命されました。グループ外の方々のご異動は以下の通りです。特に、

今回ご退任される３名の先生方は何れも２０年以上の長きに亘って財団を支えて頂いた方々です。この場を借

りてあらためて御礼申し上げます。

【退任】（敬称略 五十音順）

 茅陽一 … 財団設立以来３４年間に亘り評議員をお務めいただきました。また、環境研究助成の初代選考

委員長で、その後２回に亘って通算３期１２年選考委員長をお務めいただきました。住友財団の環境研究助

成は茅先生によってその礎を築き上げられたと言っても過言ではございません。

 グレゴリー・クラーク … 1997年以来２８年の長きに亘って財団の運営をご支援いただきました。長く日

本に滞在され、国際文化・国際政治に関しての論客であったことは皆さまご存知の通りです。

 吉川弘之 … 産業技術総合研究所初代理事長をされていた2003年から理事に、その後2009年からは

評議員をお務めいただき、２２年の長きに亘って財団へのご支援を賜りました。

【新任】 （敬称略 五十音順）

 梶田隆章：東京大学卓越教授 … 2015年にニュートリノ振動の発見によりノーベル物理学賞を受賞、

2017年に東京大学卓越教授に就任された後、2023年まで日本学術会議議長も務められました。

 菅裕明：東京大学教授 … 大学教授の傍らバイオベンチャー企業ペプチドリームを創業。2023年ウルフ

賞受賞。また、2012年からは４年間、財団の基礎科学研究助成の選考委員を務めていただきました。



基礎科学研究助成・環境研究助成

修復文化財展示事業助成

２０２４年度に新設された修復文化財展示事業助成は、初年度４件の事業が採択されましたが、そのうちの１件の

展覧会が開催されましたのでご紹介します。

＜特別展 徳川美術館 開館９０周年記念「国宝 初音の調度」＞ ２０２５年4月12日～6月８日

徳川美術館は、尾張徳川家に伝えられた数々の重宝、いわゆる「大名道具」を収蔵することで知られる名古屋市に

ある美術館です。国宝「初音の調度」は、寛永１６年（１６３９）3代将軍徳川家光の長女・千代姫（１６３７～１６９８）が、

尾張徳川家２代光友に嫁ぐ際の婚礼調度として誂えられました。明治維新や第二次世界大戦などの逸失の危機を

乗り越え、計７０件が現在まで伝わっており、質・量ともに類例のない、江戸時代を代表する蒔絵の名品として知ら

れています。

本展は、その全点が一挙に公開されることで話題になりま

したが、今回の展示では、住友財団の助成を得て、近年修

復を終えた「初音蒔絵書棚」などの展示に合わせ、その修復

についても焦点が当てられました。

具体的には、特別展の初日に実際に修復に携わった修復師

による記念講演の開催（写真右上）、修理の内容を解説した

パネルの作成・掲示（写真下）、修理に焦点を当てた図録の

作成（写真右下）などです。修復文化財展示事業助成からの

助成金は主にこれらの費用として使用されました。

2ヵ年計画の修復を終えたばかりの初音蒔絵文台と硯箱。
壁にはその修復を解説したパネルが掲示されています。

初音の調度の修理
を全面に取り上げ
た図録。
修理ならびに科学
分析によって判明
した知見も紹介さ
れています。

【応募状況】

0

200

400

600

800

1000

1200

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

応募件数の推移

基礎科学研究助成 環境研究助成

件

年度

２０２５年度の基礎科学研究助成および環境研究助成

の募集を４月１５日から６月末まで行いました。

今年度の応募件数は、

基礎科学研究助成 ８８５件（前年比９４件減少）

環境研究助成 ４５０件（同９７件増加）

となり、全体としては前年とほぼ同数となりました。

環境研究助成の内訳では、

一般研究 ４０４件（前年比74件増加）

課題研究 ４６件（同２３件増加）

となっています。

基礎科学研究助成は、今年度から４５歳以下という年

齢制限を導入したことが減少要因になっていると思わ

れますが、４５歳以下の応募件数で比較すると、前年比

約２００件の増加となっています。



海外の文化財維持・修復事業助成

本助成では、世界各国の美術館等を助成対象としてきま

した。この中から、本号では、英国のボドリアン図書館を

紹介します。

【オックスフォード大学ボドリアン図書館】

英国オックスフォード大学の中心部にボドリアン図書館

があります。17世紀初期に設立され、尖塔がとても印象

的な伝統のある建物で、多くの観光客が集まるスポット

としても有名です。最近では、ハリー・ポッターの映画の

ロケ地となったことでも、ご存知の方は多いかもしれま

せん。

ボドリアン図書館は、1,200万点に及ぶ膨大な書籍や歴

史資料を有し、英国では大英図書館に次ぐ規模の図書

館とされております。その中には、シェークスピア戯曲の

初版本やマグナカルタ写本など稀少性の高い蔵書が多

く含まれており、また、その範囲は、英国だけでなく全世

界に広がっています。

日本関連では、附属する日本研究図書館があり、13万

点の蔵書数となります。奈良時代の仏教書、キリシタン

関係の書籍、江戸時代の「奈良絵本」等の珍しい蔵書も

ありますが、特に、徳川家康が、当時の英国東インド会社

に与えた朱印状は、創成期の日英の交流を記録に留め

た貴重なものとなります。

昔の姿を保ちながらも、地下には巨大な書庫が設けられ、
内部は近代的な施設に改装されております。日常的に
オックスフォード大学の学生たちが利用する生きた図書
館となっています。

【住友財団による助成】

住友財団は、ボドリアン図書館に対し、「奈良

絵本」と称される物語絵本・絵巻の修復の支援

を行ってまいりました。「奈良絵本」は、室町後

期から江戸時代にかけて作られた極彩色の挿

絵を伴う豪華な絵本で、浦島太郎などの御伽

草子や竹取物語などの古典物語に題材をとっ

たものです。

直近では「住吉物語絵巻」三巻の修復事業に

対し、助成を行ってきました（2022〜2023

年助成）。これは、大名家に所蔵されたものと

思われる最上級の仕立てのものです。「住吉物

語」は、継母のいじめに耐えかねた姫君が住吉

に住む乳母のもとに身を寄せていたところに、

かつての求婚者が現われ、目出度く結ばれる

という、平安時代に起源をもつ物語です。

京都国立博物館内の国宝修理装潢師連盟修

復所にて2年に亘り修復作業が行われました。

本年4月、修復の完了を記念して報告会が開

かれ、ボドリアン図書館からも3名の方が参加。

修復を担当した修復師の方から、目の前に広

げられた全巻を見ながら詳細な修復過程の説

明が行われました。



アジア諸国における日本関連研究助成

「アジア諸国における日本関連研究助成」に関し、主に応募者に見てもら

うためにビデオを作成しました。

ビデオは、①住友財団の紹介、②アジア諸国における日本関連研究助成

プログラムの紹介の2本です。海外からの応募者を念頭に作製しましたの

で、音声は英語で日本語字幕を付けました。それぞれ２～３分程度の短い

ものですが、応募を検討している研究者に知ってもらいたいエッセンスお

よび応募に際しての注意点を網羅しています。

住友財団のウェブサイトに掲示していますので、いつでも見ることが出来

ます。

【住友財団紹介 （約２分）】

https://www.sumitomo.or.jp/movie/movie_foundation.mp4

【アジア諸国における日本関連研究助成紹介（約３分）】

https://www.sumitomo.or.jp/movie/movie_jare.mp4

収録の様子

住友財団紹介ビデオ（冒頭） 住友財団紹介ビデオ（プログラム紹介）

年次報告書発刊

この度２０２４年度の年次報告書を発刊いたしました。２０２１年度から始めております電子ブックもリ

リースしましたので財団ホームページ（以下URL）からアクセスください。

https://www.sumitomo.or.jp/annual_report/index_nenpou.htm

今回の年次報告書での海外文化財修復事例紹介は去る4月-5月に泉屋博古館東京で開催された「文

化財よ永遠に２０２５」にて公開された内容です。是非ご覧ください。

https://www.sumitomo.or.jp/annual_report/book2024/index.html#target/page_no=80

また2024年度に新設した「修復文化財展示事業助成」の初年度の結果についても報告しております。
https://www.sumitomo.or.jp/annual_report/book2024/index.html#target/page_no=103

財団HP画面

①②の順で

①

②

今年も募集受付は例年通り９月１日（月）から１０月３１日（金）の日本時間午後５時までとなっており、オンラインシス

テムで受付ます。このビデオを応募者に事前に見てもらうことで、申請の不備の減少のみならず、申請の質が向上す

ることも期待しています。


